
 

県立小田原城北工業高等学校定時制  

平成 30年度 学校評価報告書（実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 26日実施） 

（平成 28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
（３月 13日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育課
程 
学習指
導 

① 基礎学力の定着
専門教育の充実
共通教科と専門
教科のバランス
に配慮した教育
課程編成や組織
的な授業改善に
取り組む。 
 
 

② 学校行事や生徒
会活動等を充実
させ、生徒の主
体的行動の促進
を図る。 

① 生徒の学習意欲の
向上を目指して、
教授方法を研究
し、組織的な授業
の改善を行う。 
 
 
 
 
 

② 学校行事や生徒会
行事の充実を図
る。 

① 他校の取組を参考とした
り全日制と定時制相互の
公開授業を行うなど、授
業改善のための研修を実
施する。また、生徒の学
習意欲の向上を目指し、
学習サポート員等の利用
を図る。 
 
 

② 学校行事や生徒会行事の
事前指導を充実させるな
ど、各行事のねらいを明
確にすることにより生徒
が主体的に参画できるよ
う指導する。 

① 生徒による授業評
価において「授業
中生徒同士で話し
合う機会などがあ
る」の項目におい
て、「かなり当て
はまる」と「ほぼ
当てはまる」合せ
て、75％以上とな
ったか。 

② 学校行事や生徒会
行事に生徒が主体
的に参画していた
か。 

 

① ７月に実施した１
回目の授業評価で
は、 73.0％であっ
た。12 月に実施し
た ２ 回 目 で は
79.6％となり、ほ
ぼ目標が達成され
た。 

 
 
② マラソン大会、体

育祭、文化祭、球
技大会では多くの
生徒が主体的に参
加することができ
た。 

① 来年度も、引
き続き組織的
な授業改善の
研究を進め、
それを実践す
る こ と に よ
り、授業評価
において目標
値を超えるよ
う努める。 

② 来年度は、講
話や講習等の
学校行事でも
生徒が主体的
に参画するよ
う工夫する。 

① 引き続き授業
改善に努力し
てほしい。 
 
 
 
 
 
 
 

② 行事等で生徒
たちの一生懸
命な姿が見ら
れた。 

① 学習への理解度にば
らつきのある生徒が
多い中、学習サポー
ト員等を配置するな
ど複数の教員で対応
し、きめ細かな指導
ができた。 
 
 
 

② 講話・講習等の行事
での参加に問題を残
した。 

① 引き続き複数の教
員での対応等、
個々の生徒の理解
度に対応した学習
指導に努めると共
に、主体的な取り
組みに対する授業
改善を進める。 
 
 

② 事前に意識付けを
行い、講話・講習
に対するモチベー
ションが向上する
ように工夫をす
る。 

２ 
生徒指
導・支
援 

① 基本的生活習慣
の確立に向けた
きめ細かな生活
指導に取り組む
とともに、個に
応じた支援のた
めの組織的な教
育相談体制を確
立する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 部活動の活性化

を通して、生徒
の達成感・連帯
感・責任感を涵
養する。 

① 生徒の情報を職員
全体で共有し、積
極的に情報を交換
することで、個に
応じたきめ細かい
生活指導・支援を
行う。また、生徒
に対する交通安全
指導の充実を図
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 「学校のいじめ防
止基本方針」に基づ
き、いじめ防止に取
り組む。 

 
 
 
 

② 「神奈川県立学校
に係る部活動の方
針」により、部活
動の方針を策定
し、教育課程と連
携した部活動の活
性化を図る。 

① 職員間で生徒情報の共
有を図るとともに、ス
クールカウンセラーや
スクールソーシャルワ
ーカーあるいは外部機
関との組織的な連携を
図ることにより、個に
応じたきめ細かい生活
指導・支援を行う。 
 
 
 
 
 

① 車両通学や日常におけ
る交通安全指導の充実
に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 定期的なアンケートを

実施し組織的にいじめ
の認知に努め、その解
消を図る。 
 
 
 
 

② 新たに策定する方針に
従い年間指導計画を作
成することで計画的な
活動を行い、部活動の
活性化に努める。 

 
 

① スクールカウンセ
ラー等を含めた全
ての職員で生徒情
報を共有する機会
をこれまで以上に
持つことができた
か。 

 
 
 
 
 
 
 
① 車両通学に対する

指導の充実を図る
ことができたか。
また、日常におけ
る交通安全指導の
機会の提供ができ 
たか。 
 
 
 
 
 
 
 

① いじめの認知件数
とそれらが解消で
きたか。 
 
 
 
 
 

② 年間を通して部活
動に参加した生徒
が増えたか。 

① 全職員による情報
共 有 会 （ 4/11 、
10/30）やスクール
カウンセラーを含
めた個別のケース
会 議 （ 6/21 、
10/11）の実施に加
え、外部機関（児
童相談所）との組
織的な連携を図り
個に応じたきめ細
かい生活指導・支
援を行うことがで
きた。 

①  車両点検の実施
や交通安全講話の
実施（7/13）、ヤ
ングライダースク
ールへの参加（定
時制としてはじめ
ての取組、雨天中
止）、車両通学者
に対する指導の強
化に加え、毎日の
登 校 指 導 を 通 し
て、日常的な交通
安全指導を行うこ
とできた。 

① 「学校生活に関す
るアンケート」を
２回実施（ 7/6、
12/10）し、いじめ
の状況の把握とそ
の対応を図った。 

 
 
③ 新 た に 策 定 し た

「小田原城北工業
高等学校定時制の
部活動に係る活動
方針」に従い、計
画的な部活動を行
った。 

① 来年度も、生
徒情報の共有
化に努め、必
要に応じて外
部の機関等と
の連携を行う
など、個に応
じたきめ細か
い生活指導・
支援を行う。 

 
 
 
 
① 来年度も、車

両通学や日常
における交通
安全指導を推
進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 来年度も、定

期的なアンケ
ー ト を 実 施
し、組織的な
いじめの認知
に努め、その
解消を図る。 

 
② 引き続き、主

体的に部活動
に参加する生
徒が増え、部
活動が活性化
するように努
める。 

① アルバイト先
の SNSの指導
も行ってほし
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 小中高での連

携を密にし
て、いじめや
自殺などの未
然防止等、生
徒指導に努め
てもらいた
い。 

② 部活動の加入
率が他校との
比較ができれ
ばわかりやす
い。 

① 生徒の情報を職員全
体で共有、並びに、
外部機関等との連携
については、取組が
進んでいるが、小中
高との組織的な対応
も必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
① 車両通学について、

交通安全指導を含め
た指導をする必要が
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 定期的なアンケート
の実施によるいじめ
の認知については、
一定の効果が認めら
れる。 
 
 
 

② 活発に活動してい
る部に対する支援
が必要である。 

① 引き続き職員間で
生徒情報の共有、
スクールソーシャ
ルワーカーや外部
機関との連携につ
いては、組織的な
対応を行うと共
に、学校警察連絡
協議会等の情報を
校内で共有する。 

 
 
 
 
① 車両通学の生徒に

対する指導を検討
するとともに、交
通安全指導を充実
させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 小中学校との連携
を含め、いじめの
未然防止のため、
引き続き組織的な
対応を行うととも
に、職員間での情
報の共有化に努め
る。 

② 活発に活動してい
る部の発表の機会
を充実させる。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 26日実施） 

（平成 28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
（３月 13日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指
導・支
援 

① 生徒一人ひとり
の進路実現に向
けた指導・支援
の充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 

② これからの時代
を生きて行く上
で必要な資質・
能力を育成する
ためのキャリア
教育を推進す
る。 
 

① 個々の生徒が卒業
後の進路に対し、
具体的なイメージ
が持てるよう指導
する。 

 
 
 
 
 
 
② キャリア教育を推

進するためのプロ
グラムの充実を図
る。 

① LHR や面接等を通し
て、できるだけ早い段
階から生徒が卒業後の
進路について、具体的
に考えることができる
よう指導する。 

 
 
 
 
 
② キャリア教育のねらい

を明確にし、講演会等
を実施することで、生
徒が主体性を持って将
来を考えることができ
るよう努める。 

① 個々の生徒の卒業
後の進路希望を把
握し、進路実現に
向けた指導をする
ことができたか。 

 
 
 
 
 
 
② キャリア教育のね

らいに沿った企画
を実施することが
できたか。 

① 年間を通して定期
テスト終了後に面
談期間を設定し、
全校生徒を対象と
した個人面談を実
施（進路希望調
査、進路指導含
む）した。 

 
 
 
② 授業等でのキャリ

ア教育に加え、年
金セミナーを実施
することで、勤労
の重要性や将来を
考えることができ
た。 

① 来年度も、
LHRや面接等
を通して、で
きるだけ早い
段階から生徒
が卒業後の進
路について、
具体的に考え
ることができ
るよう指導す
る。 

② 来年度も、キ
ャリア教育の
ねらいを明確
にし、講演会
等を実施する
ことで、生徒
が主体性を持
って将来を考
えることがで
きるよう努め
る。 

① 少人数である
ことを生か
し、面談を重
ねるなど、早
い段階からの
進路指導を推
進してほし
い。 

 
 
 
② 社会人として

の必要な心構
えや知識を身
に着けさせる
ため、キャリ
ア教育の充実
に努めてほし
い。 

① 多くの生徒が最終
的に進路を決定し
ているが、卒業直
前に進路が決まる
生徒もいたので、
できるだけ早い段
階での意識付けが
必要である。 

 
 
 
② キャリア講演会

は、生徒の進路意
識向上に役立って
いる。 

① 進路指導について
は、担任だけでな
く学年やグループ
等による組織的な
対応に努める。 

 
 
 
 
 
 
② 生徒に社会人とし

ての意識付けを行
うため、講演会等
を充実させる。 

４ 
地域等
との協
働 

① 地域産業・地域
社会との連携・
協働による教育
活動の充実に取
り組む。 
 
 

 
 
 
 
 
 
② 地域や中学生に

工業高校や定時
制の魅力・特色
を発信するため
広報活動の充実
を図る。 

① 地域産業・地域社
会、近隣の小中学
校等との連携・協
働に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 定時制の特色や情
報を広く発信する
ために魅力ある取
組や活動を伝えら
れるよう広報活動
を充実する。 

① 文化祭に地域の方を招
くなど地域と連携・協
働した行事を実施する
とともに、生徒の自己
肯定感を育むため、地
域の小中学校で行われ
る行事等に参加する取
組の充実を図る。 

 
 
 
 
 
② リニューアルしたホーム

ページを通じて、行事や
生徒活動の様子、資格等
の取得状況などを定期的
に発信していく。 

 
② 様々な機会をとらえ

て、各種広報活動の充
実を図る。 

① 地域の方や近隣の
小中学校等との連
携・協働した取組
を充実させること
ができたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

②  ホームページをこ
まめに更新し、その
内容を充実すること
ができたか。また、
定時制の広報活動の
充実を図ることがで
きたか。 

① 小田原市立桜井小
学校にて開催され
た「桜井キッズフ
ェスタ」への参加
に加え、体育祭、
文化祭、防災教室
等に地域住民を招
き、連携を図っ
た。また、避難所
初動対応マニュア
ルを作成し、マニ
ュアルと合鍵を自
治会長に渡した。 

②  始業式や社会見
学、体育祭等の行
事毎のホームペー
ジ更新に加え、興
味・関心を引く、
携帯性に優れた広
報グッズをオリジ
ナルデザインと共
に作成した。 

① 来年度も、地
域と連携・協
働した行事を
実施するとと
もに、生徒が
地域の行事等
に参加する取
組の充実を図
る。 
 
 
 
 

② 来年度も、ホ
ームページを
通じて、定期
的に情報を発
信 す る と 共
に、様々な機
会 を と ら え
て、各種広報
活動の充実を
図る。 

① 桜井キッズ・
フェスタなど
生徒が地域で
積極的に活動
している姿が
見られた。 

 
 
 
 
 
 
 

② 城北の PR動
画等や、専門
分野の具体的
な活動を載せ
るなど積極的
な PR が必要
ではないか。 

① 桜井キッズ・フェス
タに生徒が参加する
ことにより、自己肯
定感の向上と、他人
に対する思いやりの
心の醸成に成果があ
った。 
 
 
 
 
 
 

② 定時制の生徒の活動
を地域住民にも知っ
てもらうためには、
広報活動の充実が重
要である。特に定時
制ホームページの更
なる充実が必要であ
る。 

① 生徒の自己肯定感
を育み、自分の可
能性に気付けるよ
うな地位での取り
組みを充実させ、
地域住民に定時制
生徒の活動を知っ
てもらえるように
する。 

 
 
 
 
② 定時制の活動をわ

かりやすく紹介で
きるように、画
像、映像などを工
夫し、学校ホーム
ページを定期的に
更新するなど広報
活動を充実させ
る。  

５ 

学校管
理 
学校運
営 

① 生徒が安心して
学校生活を送れ
るよう学習環境
の整備、防災体
制の整備に取り
組む。 

 
 
 
 
② 研修による意識

啓発、業務の共
有・協働・効率
化を進め不祥事
を未然に防止す
る。 

 
 
 

① 防災訓練や防災講演
会等を実施し、防災
体制の整備を進める
とともに防災意識の
向上に努める。 
 
 
 
 
 

② 職員間の意識共
有、啓発に努める
ことにより、不祥
事の未然防止を図
る。 

① 夜間防災訓練や講演会等
を実施し、夜間に生徒を
安全に避難させる体制を
整えるとともに、新たに
「避難所初動体制マニュ
アル」を作成し、保護
者、自治体との協力体制
を整備する。 
 
 

② 職員の課題意識の共有
化を図るため、個々の
職員の企画を生かした
研修等を実施する。ま
た、日頃から同僚性の
醸成に努めることによ
り、効果的な事故不祥
事防止研修を実施し、
職員の意識を高める。 

① 生徒の防災意識の向
上を図ることができ
たか。また、地域・
保護者との協力体制
を整備することがで
きたか。 

 
 
 
 
② 同僚性の醸成に努

め、効果的な事故
不祥事防止研修を
毎月実施すること
ができたか。 

① ６月の夜間防災訓
練、11 月の防災教
室を通し、生徒の
防災意識の向上に
役立てた。また、
「避難所初動対応
マニュアル」を作
成した。 
 
 

② 時期をとらえた内
容の事故不祥事防
止研修を毎月実施
し、職員の事故不
祥事防止に対する
意識の啓発を図っ
た。 

① 夜間の防災体
制について、
保護者・地域
住民の意見も
参考にし、よ
り充実した防
災体制の確立
を図る。 

 
 
② 同僚性を高め

るために職員
間の課題を共
有する機会を
設けるととも
に、効果的な
事故不祥事防
止 研 修 を 行
い、意識の啓
発を図る。 

① 防災訓練に参
加し、夜間訓
練の必要性を
感じた。 
 

① マニュアルが
できて不安が
小さくなっ
た。 

① 「避難所初動対応マ
ニュアル」を作成し
地域との防災体制の
共有化が進んだ。引
き続き、地域と協同
して行う防災体制に
ついて充実させる。 
 
 
 

② 個々の職員が持って
いる課題意識を共有
化できるような効果
的な意識の啓発を考
える必要がある。 

 

① 「避難所初動対応
マニュアル」をも
とに防災体制につ
いて、地域住民か
らの意見を聞くこ
とにより、より充
実した防災体制を
構築する。 
 
 

② 様々な機会をとら
え、職員の企画を
生かした研修を実
施するとともに、
普段から同僚性を
高めるため職員の
情報の共有化に努
める。 

 

 
 


